
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
丁
寧
に
説
明
し
て
、
し
っ

か
り
前
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
展

開
し
て
い
き
た
い
。

市
の
魅
力
を
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
た
め
に
、
市
で
は
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
い

る
。
新
総
合
体
育
館
整
備
や
市
道

０
１
３
９
号
線
整
備
、
東
部
地
区

へ
の
企
業
誘
致
な
ど
、
し
っ
か
り

と
完
成
に
結
び
付
け
て
い
く
。
さ

ら
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
し
な
が
ら
、
有
形
無
形
の
魅

力
を
内
外
に
効
果
的
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

ま
ち
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
感
じ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
新
た
な
地
域

資
源
を
開
発
し
、
選
ば
れ
る
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に
向
け
た

説
明
の
場
を
設
け
、
多
く
の
方
に

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

【
東
部
地
区
へ
の
企
業
誘
致
】

新
市
街
地
開
発
地
と
な
る
東
部

地
区
へ
の
進
出
企
業
に
つ
い
て
募

集
を
進
め
て
い
る
。
北
側
Ｃ
、
Ｄ

街
区
の
３
区
画
が
募
集
中
で
、
現

在
数
社
か
ら
引
き
合
い
を
受
け
て

い
る
状
態
。
全
区
画
の
立
地
に
向

け
て
鋭
意
進
め
て
い
く
。

ま
た
官
民
連
携
複
合
施
設

（
１
・
５
ha
）
で
は
、
市
民
か
ら

要
望
が
強
い
書
店
や
カ
フ
ェ
、
共

用
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
近
く
お
知
ら

せ
で
き
る
か
と
思
う
。

【
防
災
対
策
の
取
り
組
み
】

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
近
年
で
自
然
災
害
が
頻

発
・
激
甚
化
す
る
中
で
。
市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
防
災
・
減
災

対
策
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
民
間
事
業
者
と
災
害

協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
官
民
連

携
に
よ
る
対
策
・
環
境
整
備
を
進

め
て
い
く
。

緊
急
的
な
一
時
避
難
場
所
の
確

保
と
し
て
、
近
日
に
宮
の
郷
工
業

団
地
連
絡
協
議
会
と
の
災
害
協
定

の
締
結
を
予
定
し
て
い
る
。
緊
急

時
に
高
台
の
避
難
が
可
能
と
な

り
、
事
務
所
の
会
議
室
や
ト
イ
レ

な
ど
の
施
設
提
供
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

県
内
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
と
避
難
支
援
者
の
双
方
向
で
避

難
状
況
な
ど
の
情
報
伝
達
が
で
き

る
電
話
一
斉
配
信
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
。
本
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

短
時
間
で
避
難
状
況
の
把
握
や
情

報
収
集
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

【
市
内
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
】

常
陸
太
田
市
の
市
道
は
５
３
９

６
路
線
で
延
長
が
約
１
６
１
０
㎞

（
24
年
度
末
時
点
）
と
な
る
。
県

内
で
も
上
位
と
な
る
非
常
に
長
い

道
路
を
有
し
て
お
り
、
改
良
率
は

約
34
・
５
%
、
舗
装
率
が
約
61
％

で
、
県
平
均
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
約

５
％
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
市
道
路
の
改
良
・

舗
装
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

の
補
助
金
の
ほ
か
、
起
債
を
活
用

し
て
、
市
道
０
１
３
９
号
線
を
は

じ
め
と
し
た
幹
線
市
道
や
、
生
活

市
道
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

い
る
。

ま
た
、
通
学
路
に
つ
い
て
は
、

市
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
市
通

学
路
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
に
お

い
て
、
毎
年
、
通
学
路
の
危
険
箇

所
の
合
同
点
検
に
よ
り
安
全
対
策

藤
田
謙
二
常
陸
太
田
市
長
就
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ふじた・けんじ　1965 年生まれ、
60 歳。太田一高卒業後、家業を継
ぐため上京し、理容・美容の資格
を取得・修行ののち帰郷。2010 年
に常陸太田市議会議員に初当選し、
４期 15 年務める。座右の銘に『有
言実行』を掲げ「先に考えを述べ

てから、責任を持って行動したい。
言葉にしたことはやり遂げる」と
宣言。体を動かすことや外出を好
み、休日はゴルフや旅行を楽しむ。
「最近は忙しくて機会がないが、時
間をみつけて心身ともにリフレッ
シュしたい」と笑う。

い
る
。
本
路
線
の
開
通
に
よ
り
、

日
立
市
内
の
病
院
へ
の
救
急
搬
送

や
通
勤
環
境
の
改
善
、
東
部
地
区

等
の
商
業
施
設
へ
の
誘
客
に
よ
る

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

進
捗
状
況
と
し
て
、
２
カ
所
の

橋
梁
下
部
工
事
が
完
了
し
、
現
在

は
道
路
改
良
工
事
と
橋
梁
の
下
部

工
事
１
カ
所
と
上
部
工
事
１
カ
所

が
施
工
中
。
今
後
は
、
道
路
改
良

工
事
や
橋
梁
工
事
を
進
め
つ
つ
、

27
年
度
か
ら
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着

手
予
定
で
、
29
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
、
県
と
連
携
し
て
進
め
て

い
く
。

ま
た
、
本
路
線
の
重
要
性
な
ど

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
箇
所
の
歩

道
や
横
断
歩
道
の
設
置
の
ほ
か
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
注
意
看
板
の
設

置
を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
道
路

環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
市
の
基
幹
道
路
と

な
る
国
道
２
９
３
号
、
３
４
９

号
、
４
６
１
号
を
は
じ
め
、
肋
骨

道
路
の
県
道
に
つ
い
て
も
、
県
事

業
へ
対
す
る
予
算
確
保
を
含
め
整

備
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

■
地
域
建
設
業
者
に
向
け
て

建
設
業
界
で
は
、
近
年
で
人
件

費
や
資
材
費
の
高
騰
の
影
響
が
あ

る
中
、
工
事
施
工
に
お
い
て
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技

■
主
要
な
建
設
事
業
の
取
り
組
み

【
新
総
合
体
育
館
整
備
】

単
な
る
市
民
体
育
館
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
だ
け

で
は
な
く
、
大
規
模
な
催
事
な
ど

の
交
流
拠
点
や
重
要
な
防
災
拠
点

な
ど
と
な
る
ア
リ
ー
ナ
（
延
べ
床

面
積
６
８
７
５
㎡
）
と
し
て
、
多

世
代
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し

た
い
。
さ
ら
に
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
大
会
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
が
夢
や
感
動
を
実
感
し

て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。

防
災
拠
点
と
し
て
は
、
約
５
３

０
人
分
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
ほ

か
、
非
常
用
発
電
設
備
（
72
時

間
）、
非
常
用
飲
料
水
（
８
５
０

０
ℓ
）
な
ど
を
備
え
る
。

県
北
内
陸
地
域
の
核
と
な
る
施

設
に
な
る
よ
う
、
地
域
で
連
携
し

て
取
り
組
み
た
い
。

新
築
工
事
は
着
手
し
て
お
り
、

２
０
２
８
年
度
の
供
用
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。

【
市
道
０
１
３
９
号
線
整
備
】

常
陸
太
田
市
幡
町
か
ら
日
立
市

金
沢
町
ま
で
の
全
体
延
長
約
５
・

５
㎞
（
う
ち
ト
ン
ネ
ル
区
間
約

２
・
１
㎞
）
で
計
画
す
る
本
事
業

は
、
市
の
生
命
線
と
も
認
識
し
て

術
へ
の
対
応
や
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
働
き
手
不
足
の
中
で
の
働
き

方
改
革
に
伴
う
建
設
現
場
の
週
休

2
日
制
へ
の
対
応
な
ど
、
難
し
い

会
社
経
営
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
災
害
応
急
復

旧
工
事
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で

い
る
常
陸
太
田
市
建
設
防
災
協
議

会
（
会
長
＝
根
本
敬
久
〔
根
本
工

務
所
〕）
に
お
い
て
は
、
道
路
や

河
川
、
排
水
路
等
の
迅
速
か
つ
的

確
な
復
旧
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

大
雨
時
や
震
度
５
を
超
え
る
地

震
発
生
時
に
は
、
道
路
等
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
、
早
期
の
被
害
情

報
の
把
握
に
努
め
て
お
り
、
令
和

元
年
台
風
19
号
の
際
に
は
、
本
協

議
会
と
関
係
各
社
に
よ
る
災
害
復

旧
工
事
の
実
施
や
、
久
慈
川
堤
防

決
壊
に
よ
る
床
上
床
下
浸
水
で
発

生
し
た
災
害
ご
み
の
搬
出
に
つ
い

て
も
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
近
年
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
内
水
対
策
へ
の
対
応
と
し
て
、

24
年
度
に
排
水
ポ
ン
プ
車
２
台
を

導
入
し
た
。
操
作
訓
練
や
実
動
へ

本
協
議
会
か
ら
６
社
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

も
、併
せ
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

市
と
建
設
防
災
協
議
会
は
、
安

心
・
安
全
な
市
民
生
活
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
大
雨
や
大
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
発
生
時
に
早
期
の

情
報
収
集
と
連
携
が
必
要
不
可
欠

だ
と
考
え
て
い
る
。
持
続
可
能
な

市
の
発
展
に
引
き
続
き
の
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
し
た
い
。

■
新
就
任
の
抱
負
・
意
気
込
み

私
は
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
育

ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
に
従

事
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

常
陸
太
田
市
に
対
す
る
愛
着
や
誇

り
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
市
議
会
議
員

を
務
め
、
さ
ら
に
今
回
こ
れ
ま
で

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
い
市
政

発
展
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
と

思
い
で
市
長
選
に
立
候
補
し
た
。

市
政
に
お
い
て
は
、
先
人
が
着

実
に
築
い
て
き
た
文
化
や
歴
史
を

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
交
流
人
口

を
拡
大
し
な
が
ら
、
移
住
者
を
増

や
し
て
い
き
、
定
住
人
口
の
確
保

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
施
策
に

取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
市
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市
内
に
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
多
く
の
市
民
団
体
が
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
市
民

力
』
と
市
職
員
を
中
心
と
し
た

『
行
政
力
』
の
両
輪
が
同
じ
方
向

を
向
い
て
前
進
し
て
い
く
こ
と
が

主
要
事
業
を
積
極
推
進

主
要
事
業
を
積
極
推
進
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５
月
に
行
わ
れ
た
常
陸
太
田
市
の
市
長
選
挙
で
初
当
選
を
果
た
し
た
藤
田
謙
二
市
長
。
市
へ
の

愛
情
や
誇
り
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
使
命
に
掲
げ
、
市
民
と
市
職
員
が
連
携
・
協
力

し
、
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
展
望
を
述
べ
た
。
大
型
事
業
と
な
る
新
総
合
体
育
館
や
市
道

０
１
３
９
号
線
、
東
部
地
区
の
企
業
誘
致
で
は
、
確
実
に
完
成
に
結
び
付
け
た
い
と
意
欲
を
燃
や

す
。
新
就
任
の
意
気
込
み
や
地
域
建
設
業
へ
の
期
待
な
ど
、
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

東部地区への企業誘致を推進

新総合体育館イメージ

新
就
任
の
抱
負
・
意
気

込
み

地
域
建
設
業
者
に
向
け

て

主
要
な
建
設
事
業
の
取

り
組
み


